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耕作放棄地での放牧風景



Topics

耕
作
放
棄
地
等
の
放
牧
で
は
家
畜
の
飲
水

確
保
が
絶
対
条
件
の
一
つ
で
す
。
し
か
し
、

近
く
に
水
源
が
な
い
場
合
は
タ
ン
ク
な
ど
に

水
を
入
れ
て
頻
繁
に
運
搬
・
供
給
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
水
源
が
確
保
で
き
る
状
況
で

あ
っ
て
も
水
源
が
放
牧
地
よ
り
低
い
位
置
に

あ
る
現
場
で
は
、
エ
ン
ジ
ン
式
動
力
な
ど
に

よ
る
取
水
・
給
水
が
必
要
で
す
。
こ
の
た
め
、

家
畜
の
飲
水
管
理
の
省
力
・
軽
労
化
技
術
の

開
発
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

耕
作
放
棄
地
等
の
放
牧
に
お
い
て
、
既
存
の

太
陽
光
電
気
牧
柵
シ
ス
テ
ム
に
直
流
電
源
駆

動
の
揚
水
ポ
ン
プ
シ
ス
テ
ム
を
組
み
合
わ
せ

た
新
た
な
家
畜
飲
水
供
給
シ
ス
テ
ム
を
開
発

し
ま
し
た
。

本
シ
ス
テ
ム
は
、
直
流
ポ
ン
プ
、
発
電
・

蓄
電
制
御
の
た
め
の
充
放
電
コ
ン
ト
ロ
ー

ラ
、
飲
水
槽
な
ど
の
水
位
制
御
の
た
め
の
フ

ロ
ー
ト
ス
イ
ッ
チ
、
ポ
ン
プ
のO

N
-O
FF

制
御
の
た
め
の
ポ
ン
プ
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
で
構

成
さ
れ
て
お
り
、
耕
作
放
棄
地
放
牧
な
ど
で

一
般
的
に
導
入
さ
れ
て
い
る
電
気
牧
柵
の

ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
と
組
み
合
わ
せ
て
利
用

し
ま
す
（
図
１
）。
本
シ
ス
テ
ム
に
用
い
た

揚
水
ポ
ン
プ
は
ダ
イ
ヤ
フ
ラ
ム
式
の
直
流
ポ

ン
プ
で
あ
り
、
１
０
０
ｍ
離
れ
た
高
さ
20
ｍ

の
場
所
に
１
時
間
あ
た
り
約
４
０
０
リ
ッ
ト

ル
の
水
を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
本
シ
ス

テ
ム
の
導
入
コ
ス
ト
（
飲
水
器
、配
管
資
材
、

電
気
牧
柵
シ
ス
テ
ム
、
バ
ッ
テ
リ
ー
に
掛
か

る
経
費
を
除
く
）
は
、約
6
万
円
（
２
０
１
４

年
10
月
時
点
の
価
格
）
で
す
。

本
方
法
は
、
耕
作
放
棄
地
等
で
の
放
牧
の

推
進
に
当
た
っ
て
の
重
要
な
技
術
の
一
つ
で

あ
り
、
電
気
牧
柵
シ
ス
テ
ム
な
ど
と
同
様
の

基
本
要
件
の
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、
広
く
活

用
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
今
後

は
、
放
牧
技
術
を
普
及
す
る
者
等
を
対
象
と

し
て
シ
ス
テ
ム
の
導
入
法
な
ど
に
関
す
る
講

習
会
を
開
催
し
、
技
術
の
普
及
を
図
っ
て
い

く
予
定
で
す
。
な
お
、
機
器
の
接
続
、
給
・

配
水
系
統
の
概
要
等
を
説
明
し
た
「
耕
作
放

棄
地
放
牧
等
に
お
け
る
省
力
的
家
畜
飲
水
供

給
シ
ス
テ
ム
導
入
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
お
よ
び
シ

ス
テ
ム
設
計
の
た
め
の
計
算
シ
ー
ト
が
畜
産

草
地
研
究
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w
w
.naro.affrc.go.jp/publicity_

report/publication/pam
phlet/tech-

pam
ph/055278.htm

l

）
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

（
草
地
管
理
研
究
領
域　

上
席
研
究
員　

中
尾
誠
司
）

放
牧
家
畜
の
飲
水
供
給
を
自
動
化

― 

耕
作
放
棄
地
等
で
の
放
牧
推
進
に
貢
献 

―

図 1　家畜飲水自動供給システムの概要　
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Topics

家
畜
排
せ
つ
物
の
主
要
な
処
理
方
法
で
あ

る
堆
肥
化
・
汚
水
浄
化
の
過
程
か
ら
は
一
酸

化
二
窒
素
（
Ｎ
２
Ｏ
）
や
メ
タ
ン
（
Ｃ
Ｈ
４
）

と
い
っ
た
温
室
効
果
ガ
ス
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
特
に
、Ｎ
２
Ｏ
は
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２
）

の
約
３
０
０
倍
の
温
室
効
果
が
あ
る
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
に
、

そ
れ
ら
の
ガ
ス
発
生
の
抑
制
技
術
を
開
発
す

る
こ
と
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

汚
水
浄
化
処
理
過
程
に
お
け
る
Ｎ
２
Ｏ
の

発
生
は
、
ア
ン
モ
ニ
ウ
ム
イ
オ
ン
（N

H
4 +

）

を
硝
酸
イ
オ
ン
（N

O
3
-

）
に
酸
化
す
る
硝

化
反
応
と
、N

O
3
-

を
窒
素
ガ
ス
（
Ｎ
２
）
に

還
元
す
る
脱
窒
反
応
が
起
き
た
場
合
に
そ

の
一
部
が
Ｎ
２
Ｏ
と
な
っ
て
放
出
さ
れ
る
こ

と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
Ｎ
２
Ｏ
の
放
出
は

様
々
な
要
因
が
関
与
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
が
、
そ
の
中
で
注
目
し
た
の
が
処
理

水
中
に
亜
硝
酸
イ
オ
ン
（N

O
2
-

）
やN

O
3
-

が
蓄
積
し
た
場
合
に
顕
著
に
Ｎ
２
Ｏ
が
放
出

さ
れ
る
と
い
う
現
象
で
す
。
こ
のN

O
2
-

や

N
O
3
-

が
蓄
積
す
る
原
因
は
脱
窒
反
応
が
進

行
し
て
い
な
い
た
め
で
あ
り
、
こ
の
反
応
を

促
進
さ
せ
る
た
め
に
、
本
研
究
で
は
炭
素
繊

維
担
体
を
用
い
た
生
物
膜
法（
炭
素
繊
維
法
）

に
よ
る
処
理
の
検
討
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
現
行
の
汚
水
浄
化
処
理
法
で
あ
る
活

性
汚
泥
法
で
はN

O
2
-

やN
O
3
-

の
蓄
積
が

認
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
炭
素
繊
維
法
で
は

N
O
2
-

やN
O
3
-

の
蓄
積
が
ほ
と
ん
ど
起
こ
ら

ず
、
Ｎ
２
Ｏ
の
発
生
も
顕
著
に
少
な
い
こ
と

が
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
（
図
１
）。
得
ら

れ
た
試
験
デ
ー
タ
で
は
、
曝
気
槽
容
積
１
㎥

当
た
り
炭
素
繊
維
と
し
て
０
・
２
kg
が
取
り

付
け
ら
れ
た
担
体
を
活
性
汚
泥
処
理
施
設
の

曝
気
槽
に
投
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
Ｎ
２
Ｏ

を
９
割
以
上
、
活
性
汚
泥
法
に
対
し
て
削

減
す
る
こ
と
が
可
能
で
し
た
（
図
２
）。
ま

た
、
炭
素
繊
維
法
の
有
機
物
処
理
能
力
は
活

性
汚
泥
法
と
同
等
以
上
で
あ
る
と
と
も
に
、

N
O
2
-

やN
O
3
-

の
蓄
積
が
少
な
い
た
め
、
窒

素
除
去
効
果
も
期
待
で
き
ま
す
。
炭
素
繊
維

法
は
特
別
な
施
設
を
新
た
に
設
置
す
る
必
要

が
な
く
、
既
存
の
活
性
汚
泥
処
理
施
設
へ
の

導
入
が
可
能
な
方
法
で
す
。
今
後
は
試
験
装

置
の
ス
ケ
ー
ル
ア
ッ
プ
を
行
い
、
実
証
試
験

を
行
う
予
定
で
す
。

（
畜
産
環
境
研
究
領
域　

主
任
研
究
員　

山
下
恭
広
）

温
室
効
果
ガ
ス
発
生
量
が
少
な
い

畜
舎
汚
水
浄
化
技
術
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図 1　現行の活性汚泥法と炭素繊維法にお
ける窒素転換のイメージ　

図 2　汚水浄化処理による温室効果ガス発
生量
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研究者
訪　問
研究者
訪　問

畜産物研究領域

髙 山 喜 晴

骨
組
織
は
、
Ⅰ
型
コ
ラ
ー
ゲ
ン
を

主
成
分
と
す
る
骨
基
質
と
、
ハ
イ
ド

ロ
キ
シ
ア
パ
タ
イ
ト
と
呼
ば
れ
る
リ

ン
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
の
結
晶
か
ら
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。
骨
組
織
は
破
骨
細

胞
と
骨
芽
細
胞
に
よ
り
、
継
続
的
に

新
陳
代
謝
を
受
け
て
い
ま
す
。
破
骨

細
胞
は
、
骨
基
質
を
分
解
し
骨
を
吸

収
す
る
細
胞
で
す
。
一
方
、
骨
芽
細

胞
は
、
骨
基
質
に
カ
ル
シ
ウ
ム
を
沈

着
さ
せ
る
こ
と
で
、
骨
組
織
を
形
成

し
ま
す
（
図
１
）。
加
齢
や
運
動
不

足
な
ど
に
よ
り
骨
吸
収
が
骨
形
成
を
上
回
る

状
態
が
長
時
間
継
続
す
る
と
、
骨
密
度
や
骨

強
度
が
減
少
し
ま
す
。
そ
の
結
果
、
骨
が
変

形
し
て
身
体
の
姿
勢
を
保
つ
の
が
困
難
に
な

り
、
骨
折
が
起
き
や
す
く
な
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
症
状
は
骨
粗
鬆
症
と
呼
ば
れ
、
運
動

機
能
の
障
害
に
よ
り
自
立
し
て
活
動
す
る
の

が
困
難
に
な
る
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
・
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
の
最
大
の
原
因
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

乳
の
飲
用
と
骨
の
健
康
の
関
係
に
つ
い
て

は
、
乳
中
の
カ
ル
シ
ウ
ム
が
骨
形
成
に
プ
ラ

ス
に
作
用
す
る
と
、
漠
然
な
が
ら
も
良
い
イ

メ
ー
ジ
を
も
っ
て
お
ら
れ
る
方
が
多
い
と
思

い
ま
す
。
実
は
、
乳
は
カ
ル
シ
ウ
ム
の
み
な

ら
ず
、タ
ン
パ
ク
質
を
豊
富
に
含
ん
で
お
り
、

様
々
な
機
能
を
発
揮
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

ラ
ク
ト
フ
ェ
リ
ン
は
鉄
結
合
性
の
タ
ン
パ

ク
質
で
、
乳
（
特
に
初
乳
）
に
多
く
含
ま
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
に
よ
り
、
培

養
骨
芽
細
胞
の
培
養
液
に
ラ
ク

ト
フ
ェ
リ
ン
を
添
加
す
る
と
、

骨
芽
細
胞
の
増
殖
や
骨
芽
細
胞

に
よ
る
カ
ル
シ
ウ
ム
の
コ
ラ
ー

ゲ
ン
へ
の
沈
着
が
促
進
さ
れ
る

事
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

図
２
は
培
養
骨
芽
細
胞
に
ラ
ク

ト
フ
ェ
リ
ン
を
添
加
し
分
化
誘

導
し
た
結
果
で
す
。
ラ
ク
ト

フ
ェ
リ
ン
を
添
加
し
た
骨
芽
細

胞
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
（
ラ
ク
ト

フ
ェ
リ
ン
非
添
加
）
よ
り
も
ア

リ
ザ
リ
ン
色
素
で
よ
り
濃
く
赤
色
に
染
色
さ

れ
て
お
り
、
カ
ル
シ
ウ
ム
の
沈
着
が
促
進
さ

れ
て
い
る
の
が
お
わ
か
り
頂
け
る
と
思
い
ま

す
。
現
在
で
は
乳
清
か
ら
工
業
的
に
ラ
ク
ト

フ
ェ
リ
ン
を
精
製
す
る
方
法
が
確
立
さ
れ
、

全
世
界
で
年
間
１
０
０
ト
ン
以
上
生
産
さ
れ

て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ラ
ク
ト
フ
ェ

リ
ン
の
骨
再
生
へ
の
利
用
が
可
能
に
な
れ

ば
、
ま
す
ま
す
ウ
シ
ラ
ク
ト
フ
ェ
リ
ン
の
需

要
が
高
ま
る
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

骨
を
つ
く
る
タ
ン
パ
ク
質

ラ
ク
ト
フ
ェ
リ
ン

骨吸収期 骨形成期

骨芽細胞破骨細胞

石灰化骨

新生骨

オステオイド（類骨）

日 日

カルシウム

コントロール ラクトフェリン

分化誘導
１週間後

分化誘導
３週間後

図 2　ラクトフェリン添加による骨芽細胞分化の促進

図 1　骨芽細胞と破骨細胞による骨組織の代謝回転
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研究者
訪　問
研究者
訪　問

た
（
図
１
）。

推
定
体
高
と
、
実
際
に
体
尺
計
を
用
い
て

測
定
し
た
体
高
（
実
測
体
高
）
を
比
較
し
た

と
こ
ろ
、
誤
差
は
±
４
cm
程
度
と
な
り
ま
し

た
（
図
２
）。
３
D
画
像
の
撮
影
に
は
０
・
６

分
／
頭
、
画
像
の
解
析
に
２
・
９
分
／
頭
の

合
計
３
・５
分
／
頭
程
度
か
か
り
ま
し
た
。

今
後
は
、
精
度
向
上
や
発
育
評
価
の
指
標

と
し
て
の
利
用
法
に
つ
い
て
改
良
を
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

公
共
牧
場
は
府
県
の
草
地
の
40
％
を
占
め

る
重
要
な
生
産
基
盤
で
す
が
、
近
年
牧
場
数

お
よ
び
利
用
頭
数
は
減
少
し
て
い
ま
す
。
そ

の
理
由
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
公
共
牧
場
で
の

預
託
牛
の
発
育
や
繁
殖
成
績
に
対
し
て
、
畜

産
農
家
の
評
価
が
低
い
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま

す
。
預
託
放
牧
牛
の
発
育
評
価
は
体
重
計
測

や
体
高
計
測
に
よ
り
行
わ
れ
ま
す
が
、
放
牧

地
で
は
集
牧
施
設
や
体
重
計
が
な
い
こ
と
か

ら
、
多
く
の
牧
場
で
体
重
や
体
高
を
把
握
し

て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。
そ
こ
で
、
公
共

牧
場
に
お
い
て
預
託
牛

の
体
高
測
定
を
安
全
か

つ
簡
便
に
行
い
、
発
育

情
報
を
把
握
し
畜
産
農

家
へ
提
供
す
る
こ
と
を

目
的
に
、
３
D
デ
ジ
タ

ル
カ
メ
ラ
を
用
い
た
体

高
測
定
法
を
検
討
し
ま

し
た
。

使
用
し
た
３
Ｄ
デ
ジ

タ
ル
カ
メ
ラ
は
2
つ
の

レ
ン
ズ
に
よ
り
同
時
に
２
枚
の
写
真
を
撮
影

し
ま
す
。
解
析
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
に
よ
り
２
枚

の
画
像
の
ズ
レ
を
計
算
す
る
こ
と
で
、
カ
メ

ラ
を
基
点
と
し
た
撮
影
物
の
３
次
元
座
標
解

析
が
可
能
で
す
。
今
回
は
牛
を
側
面
か
ら
撮

影
し
た
画
像
の
キ
甲
点
部
と
地
表
の
２
点
を

指
定
し
、
そ
の
２
点
間
の
距
離
を
解
析
し
て

推
定
体
高
を
算
出
し
ま
し
た
。
解
析
に
は
な

る
べ
く
良
い
姿
勢
の
牛
の
画
像
を
用
い
る
た

め
に
、
水
平
な
場
所
で
牛
か
ら
３
m
程
度
は

な
れ
た
地
点
か
ら
牛
の
側
面
を
撮
影
し
ま
し

草地管理研究領域

喜 田 環 樹

３
Ｄ
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
に
よ
る

放
牧
牛
の
体
高
推
定

80
～
15
0c
m

16
0c
m
以
上

3～5m程度

3Dデジタルカメラ

足元とキ甲点が映るように撮影

キ甲点

足元

推
定
体
高
値
（

実測体高値

ホルスタイン種育成牛

黒毛和種育成牛

図 1　3Dデジタルカメラによる放牧牛撮影方法

図 2　実測体高と推定体高の精度評価

NARO Institute of Livestock and Grassland Science
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Spot News

2015 年度日本草地学会女性研究者賞を受賞

平成 27 年度日本養豚学会第 45 回丹羽賞（学術賞）を受賞

日
本
草
地
学
会
女
性
研
究
者
賞

は
、
草
地
学
お
よ
び
草
地
農
業
の

発
展
に
顕
著
な
研
究
業
績
を
あ

げ
、
わ
が
国
に
お
け
る
男
女
共
同

参
画
社
会
の
構
築
に
寄
与
し
た
女

性
研
究
者
に
贈
ら
れ
る
賞
で
す
。

畜
産
草
地
研
究
所
で
は
、
様
々
な

土
地
条
件
や
経
営
に
対
応
し
た
放

牧
技
術
を
研
究
開
発
し
て
い
ま
す

が
、
集
約
放
牧
技
術
は
高
い
栄
養

摂
取
を
必
要
と
す
る
乳
牛
や
育
成
牛
向
き
に
開
発
さ
れ
た
技
術
で

す
。「
放
牧
で
は
牛
が
う
ま
く
飼
え
な
い
」
と
い
う
認
識
を
変
え
よ

う
と
、
多
く
の
研
究
者
が
参
画
し
て
、
牧
草
生
産
か
ら
畜
産
物
生
産

に
お
い
て
様
々
な
改
善
技
術
を
組
み
合
わ
せ
て
構
築
し
た
の
が
集
約

放
牧
技
術
で
す
。
従
来
の
放
牧
に
比
べ
て
、
飛
躍
的
に
高
い
土
地
生

産
性
、
個
体
生
産
性
が
実
証
さ
れ
、
放
牧
の
見
直
し
に
貢
献
し
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。
私
は
主
に
乳
牛
の
集
約
放
牧
を
担
当
し
て
い
ま
し

た
が
、
体
重
が
６
０
０
kg
以
上
も
あ
る
乳
牛
を
用
い
て
２
０
０
日
以

上
実
施
す
る
放
牧
試
験
は
、
と
て
も
女
性
一
人
で
で
き
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
周
囲
の
サ
ポ
ー
ト
が
な
け
れ
ば
妊
娠
中
、
育
児
休
業

中
も
中
断
な
く
研
究
が
続
け
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
子
供
を
持
っ
て

か
ら
研
究
と
の
両
立
の
難
し
さ
に
気
づ
く
こ
と
も
多
く
、
学
会
開
催

中
の
保
育
室
の
設
置
な
ど
に
係
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
活

動
も
評
価
さ
れ
た
こ
と
も
大
変
嬉
し
い
こ
と
で
す
。

（
草
地
管
理
研
究
領
域　

上
席
研
究
員　

栂
村
恭
子
）

「
集
約
放
牧
技
術
の
普
及
と

女
性
研
究
者
の
メ
ン
タ
ー
お
よ
び
研
究
環
境
改
善
」

家
畜
の
ゲ
ノ
ム
研
究
が
組
織
的
に
開
始
さ
れ
た
の
は
世
界
的
に
み

て
も
１
９
９
０
年
代
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
り
、
わ
が
国
に
お
い
て
も

国
公
立
の
試
験
研
究
機
関
を
中
心
と
し
た
取
り
組
み
が
同
時
期
か
ら

開
始
さ
れ
ま
し
た
。
本
受
賞
は
、
ブ
タ
の
育
種
改
良
を
効
率
化
す
る

た
め
、
遺
伝
子
情
報
を
有
効
に
活
用
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
長
年
に

渡
り
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。
研

究
の
当
初
は
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
マ
ー
カ
ー
の
開
発
や
染
色
体
地
図
の
作
製
、

実
験
用
家
系
の
生
産
と
形
質
測
定
と
い
っ
た
基
盤
の
整
備
が
主
で
し

た
。
続
い
て
、
経
済
的
に
重
要
な
形
質
に
対
す
る
遺
伝
子
の
関
連
を

調
査
し
、
幾
つ
か
の
遺
伝
子
が
豚
の
成
長
、
肉
質
、
繁
殖
性
な
ど
に

関
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
解
明
し
ま
し
た
。
近
年
は
Ｄ
Ｎ
Ａ
ア
レ
イ
技

術
を
用
い
る
こ
と
に
よ
り
、
大
量
の
遺
伝
子
型
情
報
が
比
較
的
容
易

に
入
手
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、遺
伝
子
情
報
は
、

遺
伝
病
の
遺
伝
子
診
断
、
黒
豚
を
含
め
た
銘
柄
豚
の
識
別
、
豚
肉
の

ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
ー
な
ど
様
々
な
場
面
で
活
用
で
き
ま
す
。
そ
こ

で
最
近
で
は
、
国
産
豚
の
遺
伝
的
能
力
向
上
の
た
め
、
遺
伝
子
情
報

や
ゲ
ノ
ム
情
報
を
効
果
的
に
利
用
す
る
育
種
技
術
の
開
発
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
研
究
は
多
く
の
人
々
に
協

力
・
支
援
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後

は
、
こ
う
し
た
経
験
を
生
か
し
、
畜
産
業

だ
け
で
な
く
大
学
で
の
教
育
や
一
般
社
会

へ
の
情
報
発
信
な
ど
に
広
く
貢
献
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
家
畜
育
種
繁
殖
研
究
領
域　

上
席
研
究
員　

小
林
栄
治
）

「
豚
に
お
け
る
遺
伝
子
解
析
と

そ
の
育
種
学
的
利
用
に
関
す
る
研
究
」

乳牛に対する放牧草の給与試験

これからも遺伝育種研究で
養豚業をサポートします
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Spot News

2015 年度日本畜産学会奨励賞を受賞

平成 27 年度日本養豚学会奨励賞を受賞

夏
の
暑
い
時
期
に
は
食
欲
が
低
下
し
ま
す

が
、
そ
れ
は
家
畜
で
あ
る
豚
も
同
じ
で
す
。

こ
の
原
因
は
、
暑
熱
に
よ
っ
て
体
温
が
上
昇

す
る
こ
と
、
摂
取
し
た
飼
料
の
消
化
が
低
下

す
る
こ
と
、
酸
化
ス
ト
レ
ス
が
増
加
す
る
こ

と
な
ど
、
様
々
な
こ
と
が
関
与
す
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
暑
熱
時
に
ア
ミ

ノ
酸
を
補
う
こ
と
で
、
低
下
し
た
要
求
量
を

改
善
で
き
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

ま
た
、
抗
酸
化
成
分
を
含
む
資
材
や
消
化
能

の
増
加
に
影
響
す
る
資
材
の
給
与
が
、
豚
の

暑
熱
対
策
に
有
効
な
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま

し
た
。今
後
は
、

栄
養
的
調
節
に

よ
る
豚
肉
の
品

質
向
上
に
つ
い

て
研
究
を
進

め
、
日
本
の
養

豚
現
場
で
役
立

つ
技
術
を
開
発

し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

（
家
畜
生
理
栄
養
研
究
領
域　

研
究
員　

芦
原
茜
）

「
暑
熱
環
境
下
に
お
け
る
肥
育
豚
の
リ

ジ
ン
要
求
量
並
び
に
飼
料
へ
の
資
材

添
加
に
よ
る
暑
熱
適
応
策
の
有
効
性

評
価
」

家
畜
で
は
ゲ
ノ
ム
全
体
を
網
羅
す

る
数
万
規
模
の
１
塩
基
多
型
マ
ー

カ
ー
の
利
用
が
可
能
に
な
っ
て
い
ま

す
。現
在
、こ
の
よ
う
な
大
量
の
マ
ー

カ
ー
情
報
を
用
い
て
、
血
縁
情
報
よ

り
も
正
確
に
遺
伝
的
能
力
を
評
価
で

き
る
方
法
が
開
発
さ
れ
て
お
り
、
欧

米
を
中
心
に
実
用
化
さ
れ
つ
つ
あ
り

ま
す
。
本
研
究
で
は
、
こ
の
方
法
を

拡
張
し
、
多
く
の
家
畜
に
お
い
て
存

在
が
報
告
さ
れ
て
い
る
優
性
遺
伝
効

果
を
考
慮
で
き
る
新
た
な
遺
伝
的
能

力
評
価
法
を
開
発
し
ま
し
た
。ま
た
、

マ
ー
カ
ー
情
報
の
取
得
に
は
多
額
の

予
算
が
必
要
と
な
る
た
め
、
マ
ー

カ
ー
情
報
を
取
得
す
る
家
畜
を
厳
選

し
、
限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
効
率
的

に
育
種
改
良
が
で
き
る
こ
と
を
明
ら

か
に
し
ま
し
た
。
今
後
は
家
畜
の

デ
ー
タ
で
の
実
証
を
目
指
し
て
い
ま

す
。（

家
畜
育
種
繁
殖
研
究
領
域

　

研
究
員　

西
尾
元
秀
）

「
ゲ
ノ
ム
情
報
に
基
づ
く
遺
伝

的
能
力
評
価
法
に
関
す
る
研

究
」

代
償
性
成
長
は
、
成
長
の
制
限
を
受
け
た

個
体
が
、
そ
の
制
限
要
因
か
ら
解
除
さ
れ
た

後
に
同
種
の
同
日
齢
の
個
体
よ
り
も
早
い
成

長
速
度
を
示
す
現
象
で
す
。
１
９
２
０
年
代

か
ら
こ
の
現
象
は
報
告
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
再
現
性
の
確
保
が
難
し
く
、
こ
れ
ま
で

機
構
は
十
分
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
こ
で
わ
た
し
は
、
ブ
タ
へ
飼
料

中
の
リ
ジ
ン
含
量
が
不
足
し
た
飼
料
を
給
与

し
た
後
に
、
リ
ジ
ン
が
充
足
し
た
飼
料
を
給

与
す
る
こ
と
に
よ
り
代
償
性
成
長
を
誘
発

し
、
こ
の
モ
デ
ル
を
も
ち
い
て
代
償
性
成
長

の
機
構
を
検
討
し
ま
し
た
。
ま
た
、
詳
細
な

検
討
を
進
め
る
た
め
に
、
ラ
ッ
ト
も
同
様

の
モ
デ
ル
で
実
験
を
進
め
、
代
償
性
成
長

中
に
お
き
る
窒
素
出
納
や
血
中
の
リ
ジ
ン
、

IGF-I

、
グ
ル
コ
コ
ル
チ
コ
イ
ド
の
濃
度
の

変
化
と
共
に
筋
肉
の
タ
ン
パ
ク
質
代
謝
の
変

化
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
成
果

は
、
家
畜
の
栄
養
状
態
へ
の
適
応
に
関
す
る

基
礎
的
知
見
と
し
て
、
栄
養
管
理
技
術
の
発

展
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
家
畜
生
理
栄
養
研
究
領
域

　

主
任
研
究
員　

石
田
藍
子
）

「
飼
料
中
リ
ジ
ン
含
量
の
充
足
に
よ
り

誘
発
さ
れ
る
代
償
性
成
長
に
関
す
る

研
究
」

暑熱環境下で飼養されている豚の様子

NARO Institute of Livestock and Grassland Science

7 畜産草地研究所ニュース No.45



Spot News

平成 26 年度受精卵核移植関連新技術全国会議

平成 26 年度飼料用イネ・TMR センターに関する情報交換会
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2
月
19
日
か
ら
2
日
間
、
つ
く
ば
農
林
ホ
ー
ル

に
お
い
て
農
林
水
産
省
を
は
じ
め
大
学
、
公
立
場

所
、独
立
行
政
法
人
等
か
ら
１
１
７
名
が
参
加
し
、

標
記
の
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
1
日
日
は
、

ま
ず
農
林
水
産
技
術
会
議
事
務
局
の
原
田
研
究
交

流
管
理
官
に
よ
る
畜
産
の
研
究
行
政
に
関
す
る
情

勢
報
告
の
後
、
農
研
機
構
畜
産
草
地
研
究
所
の
的

場
主
任
研
究
員
が
国
際
胚
移
植
学
会
大
会
の
概
要

を
紹
介
し
ま
し
た
。
続
い
て
、
家
畜
繁
殖
に
係
る

研
究
事
業
に
つ
い
て
、
革
新
的
技
術
緊
急
展
開
事

業
（
家
畜
改
良
セ
ン
タ
ー
・
松
田
係
長
）
と
戦
略

的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
造
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
農
研
機

構
動
物
衛
生
研
究
所
・
吉
岡
上
席
研
究
員
）
の
紹

介
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
牛
繁
殖
技
術
に
つ
い

て
、「
多
排
卵
・
体
内
胚
採
取
に
不
向
き
な
牛
か

ら
の
Ｏ
Ｐ
Ｕ
｜

Ｉ
Ｖ
Ｆ
胚
の
生
産
」（
森
永
酪
農

販
売
（
株
）
ミ
ッ
ク
事
業
部
・
遠
藤
事
業
部
長
）

と
「
ウ
シ
の
胎
盤
剥
離
製
剤
の
開
発
に
向
け
て
」

（
農
研
機
構
畜
産
草
地
研
究
所
・
鎌
田
上
席
研
究

員
）
の
話
題
提
供
が
あ
り
、
総
合
討
論
で
は
、
コ

メ
ン
テ
ー
タ
ー
の
陣
野
原
授
精
師
か
ら
現
場
で
の

問
題
点
等
の
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。
2
日
目
は
、

特
別
講
演
「
科
学
啓
蒙
・
広
報
に
マ
ン
ガ
を
使
う

と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
」（
う
る
の
ク
リ
エ
イ
テ
ィ

ブ
事
務
所
・
宇
留
野
代
表
）
が
あ
り
、
さ
ら
に
共

同
試
験
の
報
告
が
、青
森
県
、山
口
県
、鹿
児
島
県
、

宮
崎
県
か
ら
あ
り
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

（
家
畜
育
種
繁
殖
研
究
領
域
長　

韮
澤
圭
二
郞
）

12
月
１
～
２
日
、
東
京
都
港
区
虎
ノ
門
の
発
明
会
館
ホ
ー
ル
に

お
い
て
、
畜
産
草
地
研
究
所
、
全
国
農
業
改
良
普
及
支
援
協
会
お

よ
び
全
国
酪
農
業
協
同
組
合
連
合
会
の
主
催
で
標
記
情
報
交
換
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
本
年
度
は
米
政
策
が
大
き
く
転
換
し
、
飼
料

用
イ
ネ
生
産
に
つ
い
て
交
付
金
の
数
量
払
い
や
多
収
性
専
用
品
種

の
導
入
に
対
す
る
追
加
配
分
な
ど
手
厚
い
助
成
制
度
が
開
始
さ
れ

た
た
め
、
水
田
を
活
用
し
た
国
産
飼
料
増
産
へ
の
関
心
は
高
く
、

産
学
官
の
幅
広
い
分
野
か
ら
計
２
８
７
名
の
参
加
を
得
ま
し
た
。

基
調
講
演
で
は
、
山
形
大
学
の
吉
田
宣
夫
教
授
よ
り
「
飼
料
用

イ
ネ
の
生
産
・
利
用
の
現
状
と
展
望
」
と
題
し
、
水
田
フ
ル
活
用

の
意
義
、
マ
ッ
チ
ン
グ
活
動
の
重
要
性
、
地
域
で
の
普
及
活
動
、

今
後
の
展
望
と
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
手
立
て
等
に
つ
い
て
ご

講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
農
林
水
産
省
生
産
局
畜
産
部
草

地
整
備
推
進
室
の
田
中
誠
也
室
長
よ
り
、
国
産
飼
料
増
産
に
向
け

た
施
策
、
事
業
等
に
つ
い
て
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

技
術
紹
介
で
は
、
国
産
飼
料
プ
ロ
の
最
新
成
果
と
し
て
、
飼
料

用
イ
ネ
品
種
の
開
発
動
向
、
飼
料
用
米
の
低
コ
ス
ト
・
多
収
栽
培

技
術
お
よ
び
流
通
・
加
工
技
術
、
泌
乳
牛
・
肥
育
牛
へ
の
飼
料
用

米
給
与
技
術
に
つ
い
て
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
Ｔ
Ｍ

Ｒ
関
連
の
最
新
技
術
と
し
て
、
飼
料
用
オ
オ
ム
ギ
の
調
製
利
用
、

ナ
タ
ネ
粕
の
利
用
、
ソ
ル
ガ
ム
サ
イ
レ
ー
ジ
と
エ
コ
フ
ィ
ー
ド
を

活
用
し
た
交
雑
種
肥
育
、
Ｔ
Ｍ
Ｒ
素
材
等
の
迅
速
水
分
測
定
に
つ

い
て
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
現
地
事
例
紹
介
と
し

て
、
新
潟
県
、
三
重
県
、
鹿
児
島
県
に
お
け
る
取
り
組
み
を
ご
紹

介
い
た
だ
き
ま
し
た
。
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
多
様

な
質
問
・
意
見
が
出
さ
れ
、
多
く
の
参
加
者
が
議
論
に
加
わ
り
有

意
義
な
情
報
交
換
が
で
き
ま
し
た
。

（
家
畜
飼
養
技
術
研
究
領
域　

上
席
研
究
員　

野
中
和
久
）
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